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木津川上流河川事務所～防災対策強化に関する勉強会を開催～

地域の防災力向上を目指して！
笠置町職員を対象に

・「木津川上流部大規模水害・土砂災害に関する減災対策協議会」の取り組みの一環として水害と土砂災害に
よる複合災害が想定される笠置町において、役場職員を対象に豪雨時の避難対策強化に向けての勉強会を開催
しました。
・ 勉強会では、「笠置町における災害の危険性と防災上の課題」と「笠置町災害対応タイムライン案」につ
いて意見交換をして頂き、現状と課題について理解を深めて頂きました。
・今後、対策強化に必要な支援や町の取組の方向性についてとりまとめ協議会等で共有をしていきます。

京都府笠置町

（対象河川：淀川水系木津川）

位置図

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 調査課
〒518-0723 三重県名張市木屋町812-1
TEL 0595-63-1611（代）

＜検討会の内容＞
①豪雨時の避難対策強化案の検討
②「笠置町災害対応タイムライン案」検討
③意見交換

開催概要

開催日時：令和元11月25日（月） 14:00～16:00
開催場所：笠置町役場（京都府相楽郡笠置町）
参加人数：17名
（内訳：笠置町職員13名、水資源機構 3名、国交省 1名）

主な意見や課題

①豪雨時の避難対策、②避難行動要支援者への対策
について班別に分かれて職員間で意見交換

各班の意見をとりまとめて発表

洪水時のダム操作に関する説明
（水資源機構高山ダム管理所）

近年の豪雨災害や洪水浸水想定に関する説明
（木津川上流河川事務所）

・職員数の不足、避難所のキャパ不足
・町外への避難を促すのが難しい
・避難所の運営を住民主体で出来な
いか
・避難勧告を出すタイミングが難しい
・避難情報を出し過ぎると慣れて避難
しなくなるのでは
・活動困難な高齢者が多い
・地域出身の消防団員の減少
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